
倫理審査委員会・利益相反審査委員会　議事要旨

開催日時 令和８年３月１６日（月）１６：００～１６：４５

出 席 者 白神副院長（委員長）、八十田臨床研究センター長（副委員長）、
安達外部委員、辻外部委員、平石外部委員、藤森外部委員、
長谷川展開医療研究部長（欠）、山田統括診療部長、
赤尾内科系診療部長、畑外科系診療部長、寒野先進医療部長
福田薬剤部長、髙田看護部長(欠)、森管理課長

１．研究倫理

審議結果

１．申請者からの説明が必要な申請課題

（１） ２５－０６７

[申請者：竹位　応輝　診療放射線技師]
◉詳細は資料による
◉対象者は健常者のボランティアである。
→ボランティアの募集はどのように実施するのか。
→放射線科内で２０名程度募る予定である。

◉画像の評価が誰が行うのか。
→経験年数15年以上の診療放射線技師が実施する。

◉もし病変が発見された場合はどのように対応するか。
→治療は実施しない。
→治療は実施しない旨の記載が無いので、記載するように。

◉資料に「匿名化」という記載があるので、「仮名加工」等に修正すること。
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（２） ２５－０７２

[申請者：藤田　晴之　血液内科医長]
◉詳細は資料による
◉審査申請書の実施期間について、2026年3月末までとなっているが、計画書と齟齬がある。
→2027年であり、誤りである。
→修正すること。

◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

腹臥位腰椎MRIにおけるDeepResolveBoost併用HASTEの有用性の検討

当院で診断しえた後天性血友病の後方視的解析



（３） ２５－０７０

[申請者：藤田　晴之　血液内科医長]
◉詳細は資料による
◉先ほどの研究と同様の建付けの研究である。

○　承認とする。

（４） ２５－０７１

[申請者：西村　文夫　副看護師長]
◉詳細は資料による
◉1月から2月にかけて意識調査を実施している。対象は看護師のみで倫理審査不要と考えて
いたが、対象が10名以上であるため事後にはなるが、倫理審査をお願いしたい。
→無記名のアンケートであれば、倫理審査は必須ではない。

◉プロトコルに誤字があるので、修正すること。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

【申請者からの説明が不要な申請課題】

（１） ２４－０５５

[申請者：岩本　諭　消化器内科医長]
◉令和7年1月20日付承認課題(受付番号24-055）の承認事項一部変更。
◉研究代表者の変更、実施期間の延長及び対象薬剤にイピリムマブ/ニボルマブを追加

○　承認とする。

（２） ２４－０１１

[申請者：福田　俊一　医療技術部長]
◉令和6年4月15日付承認課題(受付番号24-011）の承認事項一部変更。
◉研究期間の延長となる。

○　承認とする。

（３） ２０－０８５

[申請者：中谷　理恵子　研究員]
◉令和2年12月21日付承認課題(受付番号20-085）の承認事項一部変更。
◉研究代表者の所属の変更、研究期間の延長。

○　承認とする。

甲状腺疾患に関連するサイログロブリンを含む蛋白解析

早期経腸栄養プロトコル作成・周知による看護師の意識の変化について

脳卒中を含む循環器病対策の評価指標に基づく急性期医療体制の構築に関する研究
Close The Gap-Stroke J-ASPECT Study

当院で後天性赤芽球癆と診断された症例の後方視的解析

肝癌診療の現状：国際共同研究



（４） ２０－０６１

[申請者：中谷　理恵子　研究員]
◉令和2年10月19日付承認課題(受付番号20-061）の承認事項一部変更。
◉研究代表者の所属の変更、共同担当者の追加、研究期間の延長。

○　承認とする。

（５） ２１－０７８

[申請者：中谷　理恵子　研究員]
◉令和4年2月21日付承認課題(受付番号21-078）の承認事項一部変更。
◉研究代表者の所属の変更、共同担当者の追加、研究期間の延長。

○　承認とする。

（６） ２５－０２８

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉令和7年8月18日付承認課題(受付番号25-028）の承認事項一部変更。
◉症例報告書等の様式変更。

○　承認とする。

（７） ２１－０８１

[申請者：上村　紘也　脳神経外科医師]
◉令和4年3月22日付承認課題(受付番号21-081）の承認事項一部変更。
◉研究実施期間の延長である。

○　承認とする。

（８） ２０－０４９

[申請者：橋本　有紀子　小児科医師]
◉令和2年9月28日付承認課題(受付番号20-049）の承認事項一部変更。
◉計画書の様式変更、研究期間の延長、共同研究期間の機関長の変更等である。

○　承認とする。

（９） ２０－００７

[申請者：長谷川　浩二　展開医療研究部長]
◉令和2年4月20日付承認課題(受付番号20-007）の承認事項一部変更。
◉測定項目の変更及び共同研究期間の追加である。

○　承認とする。

甲状腺疾患患者における、新測定法による血中サイログロブリン値の妥当性と解釈

成人を対象としたステロイドプロファイル（LC-MSMS法）血中濃度測定試験

遺伝性疾患診断のための網羅的解析およびバイオマーカー探索研究

経口高吸収クルクミンの認知機能指標に対する効果を検証する二重盲検無作為化比較試験

2型糖尿病患者におけるインスリンおよびGLP-1受容体作動薬注射部位の硬結に関する発生要
因と予防策の探索的研究：糖尿病看護認定看護師による共同研究（CNDN-LH study）

グリオーマにおける化学療法感受性の遺伝子指標の検索とそれに基づくテーラーメード治療
法の開発



【その他（臨床研究実施状況・終了報告書）】

　○ 臨床研究修了報告書　９件

◉特に問題を認めず。

【その他（一括審査、特定臨床研究など）】

　○ 特定・非特定臨床研究 報告事項一覧

一括審査臨床研究 実施許可報告一覧

試料・情報の提供のみ 報告事項一覧

◉特に問題を認めず。

【利益相反自己申告等】

　○ 利益相反自己申告（申請者　益永　信豊）　

◉特に問題を認めず。

　○ 利益相反管理状況（申請者　岩本 諭）

◉特に問題を認めず。

２．臨床倫理

１）ハイリスク診療検討会報告

◉詳細は資料による

◉心不全で循環器内科入院中に院内転倒し左大腿骨転子部骨折を受傷したが、末期心不全

腎不全、severe ASを含む連合弁膜症で手術リスクが高く手術の可否について検討を依頼

した症例、ロボット支援下肝切除術の導入症例、宗教的輸血拒否患者に対する開心術対象

症例について検討を実施。

◉特に問題を認めず。

２）臨床倫理コンサルテーション報告

◉詳細は資料による

◉他院で呼吸停止し当院に救急搬送された方で植物状態に近い状態となり、治療実施の

意思決定についてコンサルテーションがあった症例、敗血症性ショック、認知症で意思

疎通不可の方での気管切開等の処置の実施についてコンサルテーションがあった症例に

ついて検討した。

◉特に問題を認めず。

　※　次回開催予定　　　令和８年４月２０日（月）１６：００～


